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第

五

十

七

回

通

常

総

会

は

、

五
月
二
十
六
日(

金
）
午
後
四

時
半
よ
り
、
台
東
区
の
「
上
野

東
天
紅
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

各
議
案
が
す
べ
て
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

保

坂

理

事

の

司

会

で

定

数

を
満
た
し
て
い
る
た
め
総
会
は

設
立
す
る
旨
が
宣
言
さ
れ
、
議

長
に
北
島
理
事
長
を
選
出
し
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案
・
令
和
四
年 

                     

度
事
業
報
告
及
び
決
算
関
係
書

類
承
認
の
件
は
、
本
間
敏
道
専

務
理
事
が
原
案
を
朗
読
し
、
続

い
て
森
田
賢
氏(

代
読)

が
監
査

報
告
を
行
い
、
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

二

号

議

案

・

令

和

五

年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び

に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

決
定
の
件
で
は
、
本
間
専
務
理

事
が
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案

を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
可
決 

                     

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

三

号

議

案

・

令

和

五

年

度
に
お
け
る
借
入
れ
金
額
の
最

高
限
度
額
決
定
の
件
に
つ
い
て

も
、
従
来
ど
お
り
二
千
万
円
と

し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、
第
四

号
議
案
・
役
員
報
酬
決
定
の
件

で
も
従
来
ど
お
り
支
給
し
な
い

旨
を
説
明
し
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

五

号

議

案

・

理

事

・

監

事
選
挙
の
件
で
は
、
北
島
議
長

よ
り
例
年
通
り
指
名
推
薦
制
を

取
り
た
い
旨
が
説
明
さ
れ
、
選

考
委
員
長
に
大
澤
雅
純
氏
、
選

考
委
員
に
平
山
愛
二
郎
氏
、
本

間
敏
道
氏
が
指
名
さ
れ
、
別
室

に
於
い
て
選
考
委
員
会
が
開
か

れ
た
結
果
、
別
紙
の
通
り
理
事

七
名
、
監
事
一
名
が
候
補
と
し

て
委
員
長
よ
り
発
表
さ
れ
、
北

島
議
長
か
ら
新
理
事
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

        

 

引

き

続

き

第

一

回

目

の

理

事
会
が
別
室
で
開
催
さ
れ
、
理

事
長
に
北
島
憲
高
氏
、
副
理
事

長
に
大
澤
雅
純
氏
、
専
務
理
事

に
本
間
敏
道
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。 

総

会

終

了

後

会

場

を

移

し

て
、
協
賛
会
員
、
ご
来
賓
、
報

道
関
係
者
を
交
え
て
恒
例
の
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
本
間
専
務

理
事
の
司
会
で
初
め
に
総
会
が

無
事
終
了
し
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
ご
来
賓
の
紹
介
の
後
、
新

役
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

挨

拶

に

立

っ

た

北

島

理

事

長
は
「
こ
の
三
年
間
組
合
活
動

は
全
く
進
展
の
な
い
状
態
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
最
近
や
っ
と
リ
ア

ル
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
機

会
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

組
合
活
動
は
「
相
互
扶
助
精
神
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん

と
こ
う
や
っ
て
お
会
い
し
て
意

識
を
高
め
ら
れ
る
場
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
技

術
を
高
め
て
い
く
の
も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
新
た
な
モ
ノ
づ
く

り
に
も
挑
戦
し
て
い
け
る
業
界

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

小
さ
な
会
社
の
方
も
大
き
な
会

UR L  h t tp : / / w w w. l a be l - t o k yo . c om /             e m ai l   t l p a_ 19 66 @ k a2 . so -n e t .n e . j p  
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令和５年度第５７回通常総会を開催 

北島理事長を三選、新理事に前田智信氏 

支部会と委員会活動活性化を目指す 

 

前田智信氏  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


社
の
方
も
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、

各
社
縄
張
り
意
識
を
待
ち
つ
つ

組
合
と
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
業
界
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
組
合
員
、
協
賛

会
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
業

界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
、
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
」
と
語
り
ま
し

た
。 続

い

て

ご

来

賓

の

挨

拶

と

し
て
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
橋
北
隆
総
務
課
長
と

協
賛
会
の
服
部
真
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ

の

後

藤

井

崇

徳

理

事

の

音
頭
で
出
席
者
全
員
で
乾
杯
を

し
、
和
や
か
な
歓
談
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
午
後
八
時
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

■
理
事
長
・
北
島
憲
高(

北

島
シ
ー
ル
印
刷
所)

■
副
理
事

長
・
大
澤
雅
純(

昭
和
レ
ー
ベ

ル
印
刷
工
業)

■
専
務
理
事
・

本
間
敏
道(

員
外
・
事
務
局)

■

理
事
・
藤
井
雅
一(

フ
ジ
ラ
ベ

ル
印
刷)

、
保
坂
知
彦(

旭
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
製
作
所)

、
平
山

愛
二
郎(

日
本
ラ
ベ
ル)

、
前
田

智
信(

新
任
・
前
田
印
刷
所)

 

            
東

京

都

で

は

、

六

月

を

「
男
女
雇
用
平
等
推
進
月
間
」

と
定
め
、
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

を
集
中
的
に
実
施
し
、
職
場
で

の
男
女
平
等
を
推
進
し
て
い
る
。 

事

業

主

向

け

に

は

①

「

女

性
が
輝
く
職
場
づ
く
り
の
処
方

箋 

キ
ャ
リ
ア
と
ラ
イ
フ
の
両

立
支
援
に
つ
い
て
」
②
「
男
女

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
」
③
「
男
女
と
も
に
い
き
い

き
と
働
き
続
け
る
職
場
づ
く
り
」 

④
「
使
用
者
・
人
事
担
当
者
の

た
め
の
働
く
女
性
を
輝
か
せ
る

た
め
の
職
場
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
」
⑤
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

す
る
企
業
・
上
司
に
な
る
に
は
」 

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

て
い
る
。 

 

ま

た

労

働

者

向

け

に

は

①

「
女
性
が
い
き
い
き
と
働
く
た

め
に
『
女
性
活
躍
推
進
法
』
施

行

二

年

を

振

り

返

っ

て

」

②

「
人
生

1
0

0

年
時
代
の
キ
ャ

リ
ア
＆
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン 

働

く
女
性
が
輝
く
た
め
に
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。 

 

こ
の
他
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
事
業
主
向
け
均
等
法
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
「
中
小
企
業
向

け
女
性
活
躍
推
進&

リ
ス
キ
ン

グ
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」
、
男
女
雇

用
平
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
働
き
方

と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
も
企

画
さ
れ
て
い
る
。 

お

問

い

合

わ

せ

は 

労

働

相

談

情

報

セ

ン

タ

ー 

電

話 

0
3

-
5

2
1

1
-
2

2
0

9
 

 
ホ
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ム
ペ
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ま
で
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協
賛
会
が
総
会
開
催 

 

東

京

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

印

刷

協

賛

会

は

、

五

月

十

二

日

(

金)

午
後
五
時
よ
り
千
代
田
区

丸
の
内
の
「
日
本
興
業
倶
楽
部
」

に
於
い
て
第
十
九
回
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

第

一

号

議

案

・

令

和

四

年

度

事

業

報

告

か

ら

第

五

号

議

案
・
役
員
改
選
の
件
な
ど
す
べ

て
の
議
案
を
承
認
し
、
令
和
五

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

な

お

、

役

員

は

全

員

留

任

と
な
り
ま
し
た
、 

会
長
＝
服
部
真
（
リ
ン
テ
ッ

ク
㈱
副
会
長
＝
高
橋
範
幸
（
㈱

サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
）
、
村
田
淳

（
㈱
村
田
金
箔
）
会
計
＝
大
滝

亮
（
東
京
タ
ッ
ク
㈱
）
監
事
＝

吉
武
正
昭
（
リ
ン
テ
ッ
ク
㈱
） 

 

組
合
事
務
所
の 

階
段
に
手
す
り
を 

 

 

 

組
合
事
務
所
は
こ
れ
ま
で
階

段
の
手
す
り
が
な
く
、
来
局
さ

れ
る
方
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
一

階
か
ら
屋
上
ま
で
の
各
階
段
に

金
属
製
の
手
す
り(

写
真)

を
取

り
付
け
ま
し
た
。 

 

                                 

 
東京都が 6 月を「男女 

雇用平等推進月間」に 

対面やオンラインによる 

各種セミナーを用意 

http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/seminarform/index/menu
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/seminarform/index/menu
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/seminarform/index/menu


    

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組

合

連

合

会

で

は

、

今

年

も

「
第
三
十
三
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
致
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

応
募
部
門
は
今
回
も
例
年
通

り
①
自
由
課
題
と
②
規
定
課
題

の
二
部
門
で
、
出
店
希
望
の
方

は
組
合
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
過
去
出
展
さ
れ
て
い
る

方
は
す
で
に
郵
送
し
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

や
応
募
台
紙
が
足
り
な
い
方
は

組
合
事
務
局
ま
で
。 

 

実
施
要
項
は
次
の
通
り
。 

応
募
部
門
：
自
由
課
題(

①

～
⑦) 

①

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
平
圧
式
凸
版
印
刷
機
） 

②

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
円
圧
式
・
輪
転
ま
た
は
間
欠 

式
凸
版
印
刷
機)

 

③

オ

フ

セ

ッ

ト

印

刷

部

門 

④

複

合

印

刷

部

門

（2

機

種

以

上

の

印

刷

機

ま

た

は

加

工

機
を
使
用
） 

⑤

デ

ジ

タ

ル

印

刷

部

門

（

イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
レ
ー
ザ
ー 

プ
リ
ン
タ
ー
他)

 

    

⑥
そ
の
他
の
部
門
（
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
・
フ
レ
キ
ソ
・
グ
ラ

ビ
ア
等
、
①
～
⑤
に
該
当
し
な

い
場
合
） 

⑦
ア
イ
デ
ア
開
発
部
門
（
機
能

性
・
新
規
性
・
創
造
性
を
ア
ピ

ー

ル

す

る

作

品

）

機

種

・

版

式
・
通
し
回
数
等
は
一
切
問
い

ま
せ
ん
。 

⑧
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
平
圧
式
凸 

版
印
刷
）

審

査

時

は

そ

の

見

本

と

比

較

し

て

審

査

し

ま

す

。 

応
募
規
定(

自
由
課
題
に
係
る

も
の)

 

①
～
⑥
に
つ
い
て
は
、
巻
取
り

原
反
で
印
刷
又
は
加
工
し
、
通

し
回
数
三
回
以
内
で
作
製
し
た

作
品
で
あ
る
こ
と
。
⑦
に
つ
い

て
は
通
し
回
数
の
制
限
は
な
し
。 

全
て
の
部
門
に
お
い
て
大
き
さ

は
原
則
と
し
て

A
4

版
以
内
と

す
る
。 

応
募
部
門
：
規
定
課
題(

⑧

～
⑨) 

⑧
部
門
の
製
版
時
に
お
け
る
デ

ー
タ
ー
の
補
正
は
可
と
し
ま
す
。 

⑨
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
輪
転
・
ま

た
は
間
欠
輪
転
式
凸
版
印
刷
） 

応
募
規
定
⑨
：
使
用
原
紙 

上

質

5
5

K
 

ク
ラ
フ
ト
黄
色
セ

パ
を
使
用
す
る
。
通
し
回
数

1

回

に

限

る

。

4

色

印

刷

（C
M

Y

）+

特

色

１

色

半

抜

き
カ
ス
上
げ

1

枚
カ
ッ
ト
を

1
0

0

枚
・
ロ
ー
ル
仕
上
げ
を

1
0

0

枚
。 

別
途
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
見
本
を
配

布
し
ま
す
。
審
査
時
は
そ
の
見

本
と
比
較
し
て
審
査
し
ま
す
。 

⑨
部
門
の
製
版
時
に
お
け
る
デ

ー
タ
ー
の
補
正
は
可
と
し
ま
す
。 

応

募

締

め

切

り

は

七

月

十

九
日
必
着
で
す
。 

詳
細
は
連
合
会

H
P

ま
で
。 

  
s

e
a

l.g
r
.jp

 

 

左
は
規
定
課
題
。 

 
  

 

事
務
所
を
移
転 

流
通
情
報
ラ
ベ
ル
社 

 

流

通

情

報

ラ

ベ

ル

社

は

、

四
月
一
〇
日
よ
り
事
務
所
を
左

記
に
移
転
し
ま
し
た
。 

新

住

所

、

電

話

、

Ｆ

Ａ

Ｘ

は
次
の
通
り
。 

■

住

所

・

〒

一

三

五

‐

〇

〇
四
三 

 

江
東
区
塩
浜
二
‐

四
‐
二
〇 

ア
サ
ガ
ミ
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
第
一
工
場
ビ
ル
四
階 

■

電

話

・

五

六

八

三

‐

八

〇
五
一 

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
五
六
八
三-

八

〇
五
二 

 

リ
ン
テ
ッ
ク
コ
マ
ー
ス 

 

石
田
勉
氏
が
社
長
に 

 

リ

ン

テ

ッ

ク

コ

マ

ー

ス

は

五
月
三
十
一
日
付
で
新
社
長
に

石
田
勉
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。 

前

社

長

の

茶

岡

薫

氏

は

退

任
し
ま
し
た
。 

 

王
子
タ
ッ
ク 

開
原
学
氏
が
社
長
に 

 
王

子

タ

ッ

ク

は

四

月

一

日

付
で
新
社
長
に
開
原
学
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。 

                        

  

       

第
三
十
三
回
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

今
年
こ
そ
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 

http://www.seal.gr.jp/news/230417-01.php


      

第
八
章 

微
生
物
に
生
態
系

を
修
復
す
る 

消

化

器

系

の

病

気

そ

の

他

、

微
生
物
生
態
系
の
損
傷
に
起
因

す
る
病
気
に
苦
し
む
人
に
と
っ

て
健
全
な
微
生
物
集
団
を
再
建

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
食
生
活
に
注
意
を
払
い
、

不
必
要
な
微
生
物
質
を
避
け
る

と
い
う
基
本
姿
勢
は
マ
イ
ク
ロ

バ
イ
オ
ー
タ
の
現
状
維
持
に
は

有
効
だ
か
、
す
で
に
崩
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。 

ロ

シ

ア

の

メ

チ

ニ

コ

フ

は

免
疫
系
の
研
究
が
評
価
さ
れ
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。
「
死

は
腸
か
ら
始
ま
る
」
と
考
え
、

老
化
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
腸

内
細
菌
で
は
な
い
か
と
推
測
し

た
。
腸
内
細
菌
が
体
の
不
具
合

を
引
き
起
こ
す
と
考
え
た
。 

二

十

世

紀

初

期

、

悪

い

腸

内
細
菌
を
退
治
す
る
に
は
腸
内

洗
浄
、
毎
日
い
い
細
菌
を
一
定

量
摂
取
す
る
と
い
う
方
法
。
こ

れ
は
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と 

      呼
ば
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ

る
と
「
適
量
な
ら
ば
健
康
上
の

利
益
が
あ
る
生
き
た
微
生
物
」

だ
か
ら
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク

ス
は
本
当
に
効
く
の
か
と
い
う

問
い
は
必
ず
イ
エ
ス
に
な
る
。 

問

う

べ

き

は

ど

の

細

菌

を

ど
れ
だ
け
飲
め
ば
病
気
の
予
防

と
治
療
に
役
立
つ
の
か
で
あ
る
。

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
の
効
果

は
治
療
よ
り
も
予
防
の
方
で
強

く
発
揮
さ
れ
る
。 

 

私
た
ち
の
体
を
苦
し
め
て
い

る
の
は
炎
症
だ
。
プ
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ク
ス
の
真
の
価
値
は
炎
症

を
鎮
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
①
そ

の
製
品
に
ど
ん
な
菌
種
の
ど
ん

な
菌
株
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、

多
様
な
細
菌
が
入
っ
て
い
る
方

が
い
い
②
ど
れ
だ
け
の
量
の
細

菌
が
入
っ
て
い
る
の
か
、
量
は

コ
ロ
ニ
ー
形
式
単
位(

Ｃ
Ｆ
Ｕ)

の
数
値
で
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ

Ｆ
Ｕ
が
多
い
ほ
ど
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
③
細
菌

が
ど
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
か
、
相
当
数
の
砂
糖
が
加
え

ら
れ
て
い
る
の
は
バ
ラ
ン
ス
を

不
健
康
な
方
へ
傾
け
て
い
る
。 

 

も
う
一
つ
別
の
治
療
法
、
糞

便
移
植
、
便
数
微
生
物
移
植
、

あ
る
い
は
細
菌
製
剤
療
法
、
ま

ず
は
糞
便
移
植
、
ま
ず
は
美
化

し
た
り
婉
曲
的
に
表
現
し
た
り

し
て
真
面
目
に
向
き
合
わ
な
い

こ
と
だ
。 

 

逆
に
そ
の
嫌
悪
感
に
シ
ッ
カ

リ
と
向
き
合
う
と
い
い
。
見
た

目
が
イ
ヤ
、
で
も
糞
便
は
死
ん

だ
植
物
と
水
で
で
き
た
も
の
に

過
ぎ
な
い
。
七
〇
％
以
上
微
生

物
と
言
っ
て
も
い
い
。 

色

が

黄

色

な

の

は

壊

さ

れ

た
赤
血
球
の
色
素
の
せ
い
だ
。

赤
血
球
は
肝
臓
で
破
壊
さ
れ
、

排
泄
物
と
し
て
追
い
出
さ
れ
た

も
の
。
匂
い
も
イ
ヤ
、
あ
の
匂

い
は
単
な
る
ガ
ス
だ
。
硫
化
水

素
な
ど
イ
オ
ウ
を
含
む
カ
ス
で

あ
り
、
食
べ
物
の
残
り
カ
ス
を

腸
内
細
菌
が
分
解
す
る
と
き
に

出
る
。 

嫌

悪

感

は

身

を

守

る

た

め

の
正
常
な
反
応
、
有
害
な
も
の

を
避
け
る
た
め
に
進
化
し
た
勘

定
。
輸
血
は
ど
う
だ
ろ
う
。
血

液
と
同
じ
く
糞
便
も
命
を
救
う 

糞

便

提

供

者

の

条

件

は

①

し
ば
ら
く
抗
生
物
質
を
飲
ん
で

い
な
い
②
し
ば
ら
く
海
外
旅
行

を
し
て
い
な
い
③
ア
レ
ル
ギ
ー

や
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
腸
内
細

菌
が
ら
み
の
病
気
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
④
代
謝
異
常
症
候
群

や
大
う
つ
病
障
害
に
な
っ
て
い

な
い
⑤
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
大
腸
菌
Ｏ
１

５
７
の
よ
う
な
微
生
物
に
感
染

し
て
い
な
い
、
こ
の
条
件
全
て

を
満
た
せ
る
人
は
意
外
に
少
な

い
。
五
十
人
中
一
人
、
献
血
は

五
十
人
中
四
十
五
人
適
格
者
。 

プ

ロ

バ

イ

オ

テ

ィ

ク

ス

は

腸
管
を
通
る
が
、
長
く
そ
こ
に

留
ま
る
訳
で
な
く
利
益
を
得
る

に
は
摂
取
続
け
る
こ
と
、
有
益

な
細
菌
の
全
個
体
数
を
増
す
よ

う
促
す
「
細
菌
の
餌
」
だ
。 

難

消

化

性

の

食

物

繊

維

に

含
ま
れ
て
い
る
腸
壁
の
す
き
間

を
防
ぎ
、
食
欲
を
抑
え
イ
ン
ス

リ
ン
感
受
性
を
高
め
、
減
量
を

助
け
る
、
プ
レ
イ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
と
糞
便
移
植
に
そ
れ
ほ
ど

の
違
い
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
有

益
な
微
生
物
を
腸
内
に
届
け
る

と
い
う
考
え
方
だ
。 

 

                                

 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

⒖) 

 
 

「
老
化
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
腸
内
細
菌
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



■
睡
眠
中
に
足
が
つ
る
理
由 

意

識

し

て

い

な

い

強

い

筋

肉
収
縮
が
突
然
発
生
し
、
つ
っ

て

痛

み

を

伴

う

症

状

を

俗

に

「
こ
む
ら
返
り
」
と
言
い
、
医

学
用
語
で
は
「
有
痛
性
筋
痙
攣

(

け
い
れ
ん)

」
や
「
筋
ク
ラ
ン

プ
」
と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。
一 

               般
健
康
人
で
も
激
し
い
運
動
や

長
時
間
の
立
ち
仕
事
の
後
に
は

下
肢
を
中
心
に
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
五
〇
歳
以
上
で

は
ほ
ぼ
全
員
が
一
度
は
夜
間
の

こ
む
ら
返
り
を
経
験
し
て
お
り
、

六
〇
歳
以
上
の
六
％
が
毎
晩
こ

む
ら
返
り
に
襲
わ
れ
て
い
る
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。 

一
般
に
、
筋
肉
の
細
胞
は
カ
ル

シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ク
ム
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
水
素

の
各
イ
オ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ

っ
て
反
応
の
し
や
す
さ
が
決
ま

る
の
で
す
が
、
健
康
な
人
な
ら

ば
過
剰
な
イ
オ
ン
は
尿
や
汗
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
、
反
応
性
が

ち
ょ
う
ど
い
い
範
囲
内
に
お
さ

ま
る
よ
う
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
睡
眠
時
は
汗
を
多

く
か
い
て
お
り
脱
水
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
全
身
を
ほ
と

ん
ど
動
か
さ
な
い
た
め
、
心
拍

数
も
減
り
、
血
行
は
低
下
し
て

い
ま
す
。
夏
場
に
冷
房
を
つ
け

っ
ぱ
な
し
で
寝
た
り
、
布
団
を

か
け
ず
に
寝
る
と
、
足
の
筋
肉

が
冷
え
血
管
も
収
縮
し
、
血
行

は
さ
ら
に
悪
く
な
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
悪
い
状
況
で
イ
オ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
と

き
に
、
た
ま
た
ま
寝
返
り
を
う

っ
て
筋
肉
に
刺
激
が
加
わ
る
と
、

筋
肉
の
細
胞
が
暴
走
し
て
過
剰

な
収
縮
が
発
生
し
や
す
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

■
中
年
に
な
る
と
リ
ス
ク
が

高
ま
る
？ 

で

は

な

ぜ

中

年

以

降

で

起

こ
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
若
い
と
き
よ
り
運
動
量
が

減
っ
て
い
る
た
め
、
筋
肉
量
が

減
少
し
て
い
る⇒

筋
肉
内
の
血

行
が
低
下
す
る⇒

乳
酸
な
ど
の

疲
労
物
質
が
排
出
し
づ
ら
い⇒

末
梢
神
経
の
興
奮
を
抑
え
に
く

く
な
る⇒

筋
肉
の
細
胞
が
暴
走

し
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
か

な
、
年
を
と
る
と
た
い
し
た
運

動
を
し
て
い
な
く
て
も
筋
肉
に

疲
労
が
生
じ
、
睡
眠
中
に
足
が

つ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
し
ま 

い
ま
す
。
他
に
も
例
え
ば
妊
婦

は
、
過
呼
吸
に
よ
っ
て
血
液
が

ア
ル
カ
リ
性
に
傾
い
て
い
た
り
、

子
宮
が
下
大
静
脈
を
圧
迫
し
て

循
環
が
悪
く
な
っ
て
い
た
り
、

足
が
常
に
疲
労
し
て
い
る
こ
と

か
ら
こ
む
ら
返
り
を
起
こ
し
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
む
ら
返
り
の
痛
み
が

あ
れ
ほ
ど
強
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

実
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

落
ち
着
く
と
ま
っ
た
く
痛
く
な

く
な
る
の
が
不
思
議
で
す
ね
。 

 

■
ほ
と
ん
ど
は
治
療
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が 

こ

む

ら

返

り

が

起

こ

っ

た

と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー

ス
で
は
一
過
性
の
現
象
で
す
の

で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
と
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
す
る
程
度
で
大
丈
夫
で
す
。

痛
い
の
が
ふ
く
ら
は
ぎ
で
あ
れ

ば
、
膝
を
伸
ば
し
て
座
っ
て
足

の
指
先
を
ゆ
っ
く
り
と
手
前
に

引
寄
せ
た
り
、
立
っ
て
足
を
前

後
に
ず
ら
し
て
ア
キ
レ
ス
腱
を

伸
ば
す
要
領
で
ふ
く
ら
は
ぎ
の

腓
腹
筋
を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
ま
し

ょ
う
。 

 

■
こ
む
ら
返
し
の
予
防
法
と

は 

こ

む

ら

返

り

が

起

こ

り

に

く
く
な
る
予
防
法
と
し
て
は
、

規
則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
お

よ
び
運
動
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
入
っ
た
水
分
の
積

極
的
な
補
給
、
ア
ル
コ
ー
ル
・

タ
バ
コ
の
減
量
、
ヒ
ー
ル
が
高

い
よ
う
な
疲
れ
や
す
い
靴
を
避

け
る
と
い
っ
た
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
仰
向
け
で

重
い
掛
け
布
団
を
使
う
と
足
首

の
関
節
が
伸
ば
さ
れ
、
こ
む
ら

返
り
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
横
向
き
で

寝
た
り
、
軽
い
掛
け
布
団
に
し

た
り
す
る
の
も
有
効
で
す
。 

 

【
参
考
資
料
】 

 d
o

-
y

u
k

a
i.c

o
m

 

  

                              

   

No176 健康がいちばん !   

就寝中に足がつる原因は 

中高年に多い「こむら返り」 

https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2021/009672.php
https://www.do-yukai.com/medical/83.html


    

リ
ン
テ
ッ
ク(

東
京
都
板
橋

区
本
町
二
三-
二

三 
☎

.

〇

三-

五
二
四
八
－
七
七
四
一)

は
、

こ
の
た
び
汎
用
強
粘
着
タ
イ
プ

の
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
粘
着
剤
を
開

発
し
、
同
粘
着
剤
を
使
用
し
た

ラ
ベ
ル
素
材
を
「
Ｈ
Ｖ
Ｔ
」
シ 

 
 

 

リ

ー

ズ

と

し
て
新
た
に

ラ
イ
ン
ア
ッ 

プ
。
合
成
紙

ベ
ー
ス
の
二

ア
イ
テ
ム
と

耐
水
紙
ベ
ー

ス
の
ア
イ
テ

ム
の
計
三
種

類
を
各
種
表

示
ラ
ベ
ル
な

ど
の
幅
広
い

用
途
に
向
け

て
発
売
し
ま

し
た
。
同
社

で
は
米
国
子

会
社
の
マ
ッ

ク
タ
ッ
ク
・ 

    

   

 

ア
メ
リ
カ
社
が
持
つ
、
粘
着
剤

を
熱
で
溶
か
し
な
が
ら
塗
工
す

る
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る

処
方
技
術
を
生
か
し
た
ラ
ベ
ル

素
材
「C

H
IL

L
 

A
T

（
チ
ル 

エ

ー
テ
ィ
ー
）
」
を
２
０
２
０
年
に

国
内
市
場
に
本
格
投
入
し
、
低

温
環
境
下
で
の
貼
付
性
に
優
れ

た
ア
イ
テ
ム
と
し
て
冷
食
用
途

な
ど
に
提
案
・
拡
販
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。 

粘
着
剤
の
塗
工
時
に
有
機 

                 

    溶
剤
を
使
用
し
な
い
た
め
環
境

負
荷
が
少
な
く
、
乾
燥
設
備
が

不
要
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

少
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
環

境
対
応
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
ま
る

中
、
当
社
で
は
こ
の
ホ
ッ
ト
メ

ル
ト
タ
イ
プ
の
ラ
ベ
ル
素
材
の

国
内
市
場
で
の
展
開
を
強
化
す

べ
く
、
今
回
新
た
に
、
ラ
ベ
ル

貼
付
後
の
ズ
レ
に
く
さ
を
表
す

保
持
力
あ
る
い
は
曲
面
貼
付
性

な
ど
に
優
れ
、
幅
広
い
用
途
で

使
用
可
能
な
汎
用
強
粘
着
タ
イ

プ
の
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
粘
着
剤
を

開
発
。
同
粘
着
剤
を
使
用
し
た

ラ
ベ
ル
素
材
「H

V
T

」
シ
リ

ー
ズ
を
発
売
し
た
も
の
。 

今

回

発

売

す

る

の

は

、

表

面
基
材
に
合
成
紙
を
使
用
し
た

「

ユ

ポ

8
0

（U
V

） 
H

V
T

 

6
K

」

と

「

K
P

5
0

3
 

H
V

T
 

6
K

」
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
需
要

に
応
え
る
た
め
耐
水
紙
を
使
用

し

た

「P
L

8
0

G
 

H
V

T
 

6
K

 

C
O

C

」
の
３
ア
イ
テ
ム
。
粘

着
剤
は
安
全
性
を
評
価
し
た
物

質
の
み
を
使
用
可
能
と
す
る
食

品
衛
生
法
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
に
適
合
し
て
い
ま
す
。 

 

    

 

ま
た
、
植
物
由
来
の
原
料
を

粘
着
剤
に
活
用
し
て
お
り
、
機

能
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
バ
イ

オ
マ
ス
度

2
5

％
を
実
現
。
さ

ら
に
、
粘
着
性
能
を
維
持
し
な

が
ら
粘
着
剤
の
低
塗
布
量
化
に

よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
削

減
も
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
「
ユ
ポ

8
0

（U
V

） 

H
V

T
 

6
K

」
に
つ
い

て
は
、

表
面
基
材
が
同
じ
で
同
程
度
の 

粘
着
性
能
を
有
す
る
溶
剤
系
の

ラ
ベ
ル
素
材
に
比
べ
て
製
造
・

廃
棄
段
階
に
お
け
る

C
O

2

排

出
量
を
約
２
０
％
削
減
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
同
社
で
は
今

後
も
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
タ
イ
プ

の
ラ
ベ
ル
素
材
の
積
極
提
案
に

努
め
、
高
ま
る
環
境
配
慮
ニ
ー

ズ
に
一
層
応
え
て
い
き
た
い
と

し
て
い
ま
す
。 

 

当
製
品
は
ラ
ベ
ル
素
材
の
粘
着

剤
層
と
し
て
「
バ
イ
オ
マ
ス
マ

ー
ク
」
の
認
定
を
取
得
し
て
い

ま
す
（
認
定
番
号
：2

2
0

1
5

5

） 

 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

lin
t
e

c
.c

o
.jp

 

                                 

第
二
〇
五
回

「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

ホットメルト粘着剤使用のラベル素材 

合成紙と耐水紙ベースの三種類発売 

「ＨＶT」シリーズとしてラインアップ 

 

 
 

 

https://www.lintec.co.jp/topics/newsrelease/230125_a.html

